
幸田町消防署

養生市視察風景

16平成24年1月27日

11
月
24
日 

協
議
会
開
催

　

平
成
24
年
度
以
降
の
10
カ
年

消
防
整
備
基
本
計
画
を
策
定

し
、町
民
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
、

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
が
示
さ
れ

た
。

Ｑ　

基
本
計
画
の
立
案
の
す
す

め
方
と
考
え
方
は
。

Ａ　

消
防
本
部
で
立
案
し
、
町

総
合
計
画
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
な
ど
上
位
計
画
に
基
づ
き

作
成
。

Ｑ　

職
員
採
用
計
画
と
10
年
後

の
充
足
率
※
は
。

Ａ　

現
状
の
48
人
（
51
・
１
％
）

を
10
年
間
で
61
人
（
64
・

９
％
）
に
増
員
す
る
。

Ｑ　

消
防
団
員
の
入
団
を
促
進

す
る
方
策
は
。

Ａ　

地
元
と
協
力
し
現
況
説
明

会
や
情
報
交
換
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
。

Ｑ　

新
た
な
出
張
所
な
ど
の
建

設
計
画
は
。

Ａ　

人
口
４
万
人
を
超
え
る
と

分
署
ま
た
は
出
張
所
を
も
う

１
つ
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
人
口
の
増
減
状

況
を
み
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

※	

充
足
率
と
は

　

目
標
と
さ
れ
る
人
員
数
に
対

す
る
実
人
員
数
の
割
合

　

10
月
17
・
18
・
19
日
、
滋
賀

県
湖
南
市
、
兵
庫
県
豊
岡
市
・

養
生
市
・
神
戸
市
を
視
察
し
た
。

　

湖
南
市

　
事
業
仕
分
け

　

人
口
５
万
５
２
０
０
人
の

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
。
年
々
大
幅

な
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、

平
成
19
年
に
42
事
業
を
実
施
し
、

う
ち
７
事
業
を
不
要
と
し
、
財

源
確
保
を
す
す
め
て
い
た
。

　

豊
岡
市

　
防
災
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
16
年
10
月
、
日
本
列
島

を
縦
断
し
た
台
風
23
号
の
豪
雨

に
よ
り
、
円
山
川
堤
防
が
決
壊

し
、甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

水
害
の
恐
ろ
し
さ
を
経
験
し
た

市
民
の
防
災
意
識
は
非
常
に
高

く
、
要
支
援
者
登
録
が
62
％
に

も
な
っ
て
い
た
。

　

養や

生ぶ

市

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り

　

若
者
が
減
り
介
護
な
ど
の
援

助
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増

加
す
る
中
、
み
ん
な
で
支
え
合

う
協
働
、
共
助
の
地
域
社
会
づ

く
り
の
事
業
が
新
し
い
試
み
の

協
議
会
で
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

　

神
戸
市

阪
神
大
震
災
記
念
「
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

　

地
震
に
対
す
る
心
構
え
は
、

冷
静
な
判
断
力
と
対
応
で
救
わ

れ
る
命
が
あ
る
こ
と
と
、
教
育
・

訓
練
の
必
要
性
を
再
確
認
で
き

る
施
設
で
あ
っ
た
。

　防災のまちづくり
　　　　　　など視察

総　務

消
防
整
備
基
本

計
画
案
示
さ
れ
る



相見駅前ケヤキ並木

梼原町水力発電

17 平成24年1月27日

11
月22
日 

協
議
会
開
催

　

平
成
24
年
３
月
に
開
業
す
る

相
見
駅
の
周
辺
商
業
地
域
約

６
・
４
ha
の
地
区
計
画
を
定
め

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
良
好
で
健
康

的
な
市
街
地
環
境
の
創
出
を
め

ざ
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

Ａ　

商
業
地
域
内
の
次
に
掲
げ

る
建
物
を
制
限
し
、
色
彩
も

周
辺
環
境
と
調
和
さ
せ
る
。

・ 

マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
、
パ
チ
ン
コ

屋
な
ど

・ 

キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
、
デ
ィ
ス
コ
な
ど

・ 

個
室
付
浴
場
な
ど

　

10
月
24
・
25
・
26
日
、
高
知

県
南
国
市
・
梼
原
町
・
須
崎
市
・

香
川
県
高
松
市
を
視
察
し
た
。

　

南
国
市

道
の
駅

　南
国
風ふ

良ら

里り

　

か
ら
く
り
時
計
台
、
ち
び
っ

こ
広
場
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
、

２
階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
る
生

産
物
直
売
施
設
な
ど
特
徴
あ

る
道
の
駅
。
長
時
間
の
休
憩
や
、

リ
ピ
ー
タ
ー
客
へ
配
慮
し
た
事

業
を
す
す
め
て
い
た
。

　産
業
活
性
化
支
援

　事
業
の
実
施
状
況

　

研
究
・
開
発
や
新
規
事
業
に

対
す
る
補
助
制
度
。

　

農
林
業
で
４
件
、
商
工
業
で

３
件
の
補
助
を
実
施
。

Ｑ　

筆
柿
甘
渋
判
定
機
は
個
々

で
利
用
の
た
め
の
開
発
か
。

Ａ　

個
々
の
利
用
の
た
め
。

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
製
造
販

売
事
業
創
業
の
効
果
は
。

Ａ　

メ
ー
カ
ー
品
と
同
等
の
素

材
で
、
安
価
に
提
供
。

Ｑ　

支
援
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
。

Ａ　

広
報
や
会
議
の
場
な
ど
で

周
知
。
さ
ら
に
努
力
す
る
。

　

梼
ゆ
す

原
は
ら

町

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　

山
に
囲
ま
れ
た
地
形
を
生
か

し
、
風
力
、
太
陽
光
、
水
力
、

地
熱
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
。
環
境
モ
デ
ル
都
市
に

選
定
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
１
０
０
％
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

須
崎
市

「
通
り
名
」
で
道
案
内

　

市
街
地
の
主
要
な
通
り
に
通

称
名
を
付
け
、
道
案
内
地
図
を

使
っ
た
買
物
や
観
光
に
活
用
。

商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、
事
業
者
な
ど

が
協
力
し
、
市
全
体
で
ま
ち
お

こ
し
を
す
す
め
て
い
た
。

　

高
松
市

平
和
公
園
内
の
合
葬
式
墓
地

　

お
墓
の
維
持
管
理
の
困
難
な

人
の
た
め
に
、
新
し
い
形
の
墓

地
を
整
備
。
お
骨
は
地
下
納
骨

壇
に
埋
蔵
さ
れ
、
市
が
管
理
、

運
用
し
て
い
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
な
ど
視
察

委員会レポート

相見駅周辺
健康的な商業地域の創出 産業建設



音楽の授業で交流（幸田中学校）

奈良市総合福祉センター

18平成24年1月27日

11
月18
日 

協
議
会
開
催

　

保
護
者
の
就
労
状
況
や
保
育

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
土
曜
日

の
「
終
日
保
育
」、
日
曜
日
、
祝

日
の
「
休
日
保
育
」
を
、
平
成

24
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
。

Ｑ　

土
曜
日
保
育
の
主
な
見
直

し
は
。

Ａ　

保
育
時
間
を
全
園
で
、
午

後
０
時
30
分
ま
で
と
す
る
。

終
日
保
育
は
、
菱
池
保
育
園

で
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後

６
時
ま
で
と
し
、
保
育
料
は

追
加
し
な
い
。

Ｑ　

休
日
保
育
の
実
施
園
は
。

Ａ　

菱
池
保
育
園
で
午
前
７
時

30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

　

保
育
料
は
、
一
人
日
額
３
歳

未
満
児
２
５
０
０
円
、
３
歳

以
上
児
１
５
０
０
円
。

Ｑ　

病
児
・
病
後
児
保
育
は
。

Ａ　

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

南な
ん

昌
し
ょ
う

市し

第
一
中
学
生
と
交
流

　

海
外
派
遣
事
業
で
親
善
交
流

を
お
こ
な
っ
て
い
る
中
国
の
南

昌
市
第
一
中
学
生
12
人
を
幸
田

中
学
校
で
12
月
19
日
か
ら
21
日

ま
で
受
け
入
れ
る
。

　

10
月
12
・
13
日
、
滋
賀
県
米

原
市
、
京
都
府
宇
治
市
、
奈
良

県
奈
良
市
を
視
察
し
た
。

　

米
原
市

い
ぶ
き
認
定
こ
ど
も
園

　

伊
吹
山
の
麓
、
自
然
豊
か
な

環
境
に
あ
る
認
定
こ
ど
も
国
で

あ
る
。
い
ぶ
き
保
育
園
の
園
児

数
が
減
少
し
た
た
め
、
適
正
な

集
団
規
模
を
構
成
す
る
た
め
の

幼
保
連
携
型
施
設
で
あ
る
。

　

保
育
園
児
は
自
園
調
理
の
給

食
を
、
幼
稚
園
児
は
学
校
給
食

を
利
用
す
る
な
ど
の
繁
雑
さ
な

ど
は
否
め
な
い
が
、
幼
保
の
交

流
な
ど
、
た
く
ま
し
く
楽
し
く

活
動
を
し
て
い
た
。

　

宇
治
市

宇
治
市
歴
史
資
料
館

　

常
設
の
展
示
室
は
な
く
、
企

画
展
や
特
別
展
を
開
催
す
る
資

料
館
で
あ
る
。

　

奈
良
市

奈
良
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

広
大
な
敷
地
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
も
完
備
し
、
福
祉
を
重
点

施
策
に
し
て
い
る
奈
良
市
の
名

に
恥
じ
な
い
施
設
で
あ
る
。

　

年
間
利
用
者
は
17
万
３
千
人

で
あ
り
、
そ
れ
を
指
定
管
理
者

で
あ
る
奈
良
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
し
て
い
る
。

　

活
動
内
容
で
あ
る
ソ
フ
ト
面

も
成
熟
し
、
人
々
が
心
で
つ
な

が
る
ハ
ー
ト
面
も
す
ば
ら
し
く
、

ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
る
。

Ｑ　

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
ど
こ
で
。

Ａ　

幸
田
中
学
校
生
徒
の
家
庭
。

Ｑ　

昨
年
度
の
交
流
生
徒
と
は
。

Ａ　

再
会
の
時
間
を
設
け
た
い
。

　総合福祉施設
　　　　　　など視察

休
日
保
育
な
ど

　

４
月
か
ら
実
施

委員会レポート

文教福祉



避難場所の市場公民館

相見駅のプラットホーム

19 平成24年1月27日

11
月15
日 

協
議
会
開
催

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

幸
田
町
防
災
計
画
の
修
正
・
見

直
し
を
協
議
。

Ｑ　

各
種
団
体
な
ど
の
意
見
聴

取
の
主
な
内
容
は
。

Ａ　

町
の
地
質
、
被
害
予
測
、

広
範
囲
に
液
状
化
す
る
恐
れ

な
ど
の
報
告
が
主
で
あ
る
。

Ｑ　

町
防
災
計
画
の
修
正
・
見

直
し
が
、
県
防
災
計
画
の
コ

ピ
ー
で
い
い
の
か
。

Ａ　

県
防
災
計
画
に
合
わ
せ
る

が
、
町
独
自
の
修
正
、
追
加

も
あ
る
。
２
月
ご
ろ
に
は
方

向
性
を
示
し
た
い
。

Ｑ　

地
区
避
難
所
に
無
線
な
ど

の
通
信
手
段
の
整
備
を
。

Ａ　

地
区
避
難
所
に
は
電
話
が

あ
る
が
、
無
線
な
ど
の
配
置

11
月
１
日 

現
地
視
察

　

相
見
駅
、
自
由
通
路
お
よ
び

幸
田
駅
前
区
画
整
理
の
現
状
の

視
察
を
お
こ
な
っ
た
。

　相
見
駅
お
よ
び
自
由
通
路

・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
面
３
線

完
成
。

・
駅
舎
、
自
由
通
路
壁
面
完
成
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
４
基
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
２
基
ほ
ぼ
完
成
。

・
窓
枠
、
ガ
ラ
ス
取
り
付
け
、

天
井
工
事
、
床
工
事
、
電
気

工
事
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

　
　

開
業
は
本
年
３
月
17
日
。

　幸
田
駅
前
区
画
整
理

「
幸
田
の
顔
」
と
な
る
土
地
の

全
貌
が
現
れ
て
き
た
。
今
後
は
、

商
業
集
積
区
域
と
高
度
利
用
区

域
に
よ
り
、
地
域
居
住
者
と

駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

も
計
画
す
る
。

Ｑ　

災
害
時
応
援
協
定
で
企
業
、

Ｊ
Ａ
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
と
の

協
定
の
拡
充
を
。

Ａ　

す
で
に
協
定
し
て
い
る
所

も
あ
る
が
、
さ
ら
に
拡
充
し

て
い
く
。

Ｑ　

地
区
防
災
訓
練
で
、
地
元

が
８
万
円
負
担
し
た
。
全
額

町
で
負
担
を
。

Ａ　

炊
出
し
備
品
な
ど
は
把
握

す
る
。
食
糧
備
蓄
品
で
賞
味

期
限
の
近
い
も
の
は
支
給
し

て
い
く
。

Ｑ　

災
害
時
要
支
援
者
の
把
握

が
不
十
分
。
本
人
の
手
上
げ

方
式
で
登
録
台
帳
の
整
備
を
。

Ａ　

対
象
者
２
８
８
４
人
、
登

録
者
86
人
で
３
％
弱
。
本
人
の

同
意
方
式
を
検
討
し
、
登
録
者

を
増
や
す
よ
う
働
き
か
け
る
。

図
っ
て
い
く
。

　

現
在
の
進
捗
状
況

・
共
同
店
舗
は
今
春
オ
ー
プ
ン

予
定
。

・
建
物
解
体
工
事
は
70
％
。

　

駅
前
か
ら
国
道
２
４
８
号
ま

で
都
市
計
画
道
路
拡
幅
予
定
。

総合開発

特別委員会レポート

　災害時要支援者
　　　　台帳の整備を 防災対策

開
業
ま
ぢ
か
の

　
　

相
見
駅
な
ど
視
察




